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 予備調査を踏まえ、本調査では、青年期初期の中学生 361名（男子 153名、女子
208名）の協力を得た。これらの参加者は、自由記述式の Object Relation 
Inventory(Waniel, Besser, & Priel, 2006)、Youth Self Report(Achenbach, 1991)
および本研究で開発された Early Adolescent Gender Identity Scaleに回答した。
また、調査は、参加者の回答への配慮とその任意性について十分な説明がなされてい
た。 





































理論の真偽がと言うより、Besser & Blatt 理論が単純化され過ぎていることが明瞭
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化に対して、同一視機制とその成果としての内的対象関係編成の発達が重要な意味を
もっているとする Besser & Blatt に始まった発達原理理論の実証を追究する本研究
の流れは、臨床理論の実証、臨床技法の再編、心理学的問題の予防養育の再編、そし
て人格発達一般理論の再構築に関して、それぞれに貢献の大きい研究として評価でき
る。 
 審査委員会全会一致で、本研究成果と今後の研究展開の可能性における学術的価値
を高く評価した。 
 
